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1976年は、あなたにとってど

んな年だったでしょう　0

新しい年をより良いものにす

るためにも、過去をふり返るこ

とも大切です。

そこで、76年のみずまきのニ

ュースをふり返って見ますと…

0

ノ　▲　3月31日に高松団地の2期

，　　　工事が完成、150戸に高松区

▲　　仲町、東町、北町の一部が入

ｌ　　居ｄ

ｌ

中高「▼3押日に吉田小学校が完
、ｔ、　　成。

下二小学校の2校分離で、

前年の伊佐座小学校に続いて

、ｉ　建設される0

ト　新校舎での初の

入学式。

吉田小学校は4

月に開校、山間部

の静かな環境の中

でスタート。
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76，

そ　の他の話題

◇遠賀郡4町合同出初め式（1月11

日）

4町合同では3回目の出初め式。

◇第1回環境浄化研究会を開催（2

月17日）

青少年の健全な育成を目指して始

められる。

◇伊左座中濱堂が完成（2月10日）

鉄筋コンクリート道のモダンなつ

くりで完成。

◇同和教育研究協議会を設立（3月

19日〕

社会関係者・区長・婦人会役員を

集めて設立総会を開く。

◇町民体育大会（6月27日）

毎年盛んになっていく大会にこの

日も605人が参加。

◇老人健康教室（6月祝日〕

老人憩いの家「えぶり山荘」でお

年寄り甲かたたちに、保健所長の

・　石田氏が講演、また、吉田小の下

ゝ田教頭卑ｉお年寄りのための体操を
ヽ

ヤ指導07

◇猪熊でリュウゼツランが開花（8

㌦月上旬）、了
、ｌ、国内でｉま珍しい花で、長い年月に

丁一度しか咲かない花、リュウゼツ

うンが猪熊の大場さんの家の庭に

悪く。
◇郡内ポンプ操法大会で優勝（8月

22日）

町消防団チ∵ムが、ポンプ操法大

会で優勝。県大：会に出場。

◇体育の日にソフト・バレーに合せ

て400人が参加（10月10日）

体力向上を目指して行われた壮年

ソフト

参加こ

婦人レクバレーに多数が
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ト　3月7日、町消

防団第4分団は新

消防自動車にバト

ンタッチ。

▲　高松改良住宅と併行して建

設されていた下水処理場が完

成、7月1日から操業を開

始。

車　下ニスボーッ少

年団バレーボール

チームが、静岡県

藤枝市で開かれた

小学生バレー親善

交歓会に参加、好

成績を収める。

ｑ　3月4日、中卒

者の研修会が行わ

れ、中卒就職者25

人がこれに参加。
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足もと道路の整備を重点ｌ妄

改良住宅、鉱害復旧など

よ　り効果的な町政に努力

水巻町長　伊　藤　衛　門

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ま
の
、
こ
の
一
年
の
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
不
況
・
高
物
価
で
、
私

た
ち
国
民
生
活
に
と
っ
て
は
大
変
き
び

し
い
年
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
政
に

お
き
ま
し
て
も
五
十
年
度
に
続
い
て
、

五
十
一
年
度
も
き
び
し
い
状
勢
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

日
炭
が
閉
山
し
て
六
年
、
炭
碗
町
が

も
っ
て
い
る
大
き
な
諸
問
題
を
抱
え
た

水
巻
町
は
、
こ
の
数
年
で
住
み
よ
い
北

九
州
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
へ
と
大
き
く
生

ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
町
議

会
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
歩
ん
で
き

た
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
明
る
く
住
み
よ
い
水
巻

町
」
の
町
づ
く
り
の
た
め
、
町
政
の
責

任
の
重
大
き
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で

す
。不

況
等
に
よ
っ
て
国
の
総
需
要
抑
制

策
の
結
果
、
町
財
政
は
硬
直
化
す
る
な

ど
、
今
日
の
地
方
自
治
体
は
い
づ
れ
も

財
政
ピ
ン
チ
に
陥
い
り
、
町
と
し
て
も

事
務
経
費
削
減
、
人
件
費
及
び
職
員
定

員
増
加
の
抑
制
、
諸
事
業
の
繰
延
べ
な

ど
の
合
理
化
に
よ
っ
て
、
町
財
政
の
立

直
し
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
行
政
の
急
務
と
な
っ
て

い
る
継
続
事
業
や
、
足
も
と
道
路
の
整

備
な
ど
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

享
改
良
彗
恩
、
。
炭
あ
と

．
　
ド
1
．
・
イ
ー
い
．
．
こ
・

地
の
再
開
発
を
め
ざ
し
て
、
吉
田
団
地

に
続
い
て
高
松
団
地
を
現
在
建
設
中
で

す
が
、
さ
ら
に
鯉
口
団
地
を
五
十
一
一
年

度
か
ら
二
ケ
年
計
画
で
、
二
百
二
十
戸

の
改
良
住
宅
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。次

に
鉱
害
復
旧
事
業
は
、
一
般
家
屋

の
復
旧
促
進
は
当
然
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
併
せ
て
公
共
施

設
の
河
川
・
道
路
を
重
点
的
に
実
施
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
施
設
改
築
事
業
は
、
校
舎
は
は

ぽ
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
講
堂
、
プ
ー

ル
な
ど
学
校
施
設
の
改
善
と
保
育
所
の

整
備
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
様
か
ら
の
要
望
が
特
に

多
い
足
も
ど
道
路
や
農
道
な
ど
の
整
備

を
、
発
電
所
施
設
周
辺
地
域
整
備
事
業

の
制
度
を
利
用
し
て
、
五
十
二
年
以
降

の
重
点
施
策
と
し
て
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財
政
的
制
約
が
あ
る
中
で
、
皆
さ
ま

が
た
の
諸
要
求
に
満
足
し
た
回
答
が
で

き
ず
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
よ
り
効
果
的
な
町
政
に
努

め
、
皆
さ
ま
が
た
と
一
体
と
な
っ
て
、

水
巻
町
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
皆
さ
ま
が
た
の
ご

協
力
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

責
任
と
規
律
あ
る

議
会
運
営
を
推
進

譲
会
議
長
　
江
　
藤
一
正

町
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
健
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
昭
和
五
十

二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
水
巻
町
議
会

を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
十
二
月
十
一
日
の
第
十
二

回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
川
儀
議
長

、
の
後
任
と
し
て
議
長
の
要
職
に
！
推
挙
さ

議
長
就
任
に
際
し
、
新
た
な
決
意
で

円
滑
な
議
会
運
営
と
町
政
の
伸
展
を
期

し
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
を
つ

く
し
町
民
の
御
期
待
に
そ
う
べ
く
決
意

を
致
し
て
お
り
ま
す
。

顧
り
み
ま
す
れ
ば
昭
和
五
十
一
年
は

汚
職
事
件
で
現
職
議
長
の
逮
捕
と
言
う

不
詳
事
を
引
き
起
し
、
町
民
の
皆
様
に

大
変
御
迷
惑
と
町
政
に
対
す
る
不
信
感

を
与
え
ま
し
た
が
、
町
議
会
と
し
て
は

こ
の
様
な
こ
と
を
二
度
と
繰
返
さ
な
い

為
、
汚
職
等
に
関
す
る
調
査
特
別
要
員

会
を
設
置
し
「
汚
職
構
造
の
原
因
究
明

を
行
い
へ
九
ケ
月
を
つ
い
や
し
て
こ
れ

＼
が
結
論
を
出
い
、
去
る
十
二
月
二
十
五

日
町
執
行
部
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

致
し
ま
し
た
。
今
後
は
小
異
を
残
し
て

れ
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
お
り
ま
、
丸
岡
に
つ
き
い
責
堰
と
賦
律
あ
急
芸

す
。

，
　
運
営
に

る
営
謹
旧
で
あ
り
ま
す
。
さ

て
本
年
度
は
町
財
政
面
で
五
十
年
度
一

般
会
計
決
算
で
五
千
六
百
万
円
の
赤
字

を
出
し
て
お
り
、
．
町
財
政
建
て
直
し
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
国
、
県
へ
の
強
力
な
働
き

か
け
に
よ
る
補
助
金
の
獲
保
と
、
効
率

的
な
開
発
計
画
の
促
進
等
に
よ
っ
て
、

こ
の
難
関
を
切
り
抜
け
、
明
る
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
貧
弱
な
町

財
政
の
中
で
日
炭
跡
地
再
開
発
を
引
続

き
噸
調
に
進
め
、
公
共
鉱
害
を
含
め
、

一
般
礪
害
復
旧
の
処
理
と
併
せ
時
限
立

法
の
延
期
を
強
く
働
き
か
け
残
存
碗
害

の
処
理
、
分
離
授
業
回
避
の
た
め
の
南

中
校
舎
の
早
期
完
成
を
期
し
た
い
。

こ
れ
等
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
議
会

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
議
会
は

一
丸
と
な
っ
て
関
係
機
関
と
相
諮
り
、

最
大
の
効
率
が
上
る
様
努
力
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
政
全
般
に
わ
た
り

内
容
充
実
を
図
る
様
最
大
の
努
力
を
い

た
↓
ま
す
が
町
財
政
が
若
い
車
で
計

画
事
業
を
実
施
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
点
を
御
理
解
い
た
ゞ
き
温
い
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

．
．
㌧
．
．
ｒ
、
一
こ
、
．
こ
Ｊ
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保
　
育
　
園
　
児

町
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
町
内

保
育
園
の
入
園
児
を
、
次
の
と
お
り
募

集
い
た
し
ま
す
。

㊥
保
育
所
名
・
所
在
地
・
定
員

▼
水
巻
町
立
第
一
保
育
園

頃
末
、
定
員
七
十
名

▼
水
巻
町
立
第
二
保
育
園

吉
田
、
定
員
七
十
名

▼
水
巻
町
立
第
三
保
育
園

古
賀
区
、
定
員
九
十
名

▼
水
巻
み
な
み
保
育
園

二
、
定
員
六
十
名

▼
水
巻
北
保
育
園

猪
鱒
、
定
員
九
十
名

の
　
募
　
集

㊥
申
し
込
み
の
方
法

一
、
入
所
申
請
書
一
通
（
町
老
人
児

童
謀
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

二
、
給
与
証
明
書
及
び
源
泉
徴
収
票

（
会
社
に
勤
め
て
い
る
か
た
）

三
、
収
入
申
告
書
（
自
家
営
業
ま
た

は
内
職
を
し
て
い
る
か
た
）

四
、
理
由
申
立
書
（
保
護
者
が
病
気

ま
た
は
、
家
族
の
か
た
が
病
気
の
た

め
に
看
護
を
し
て
い
る
場
合
…
…
医

者
の
診
断
書
を
添
付
の
こ
と
）

五
、
提
出
先
　
町
老
人
児
童
課
（
郵

送
で
の
受
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

㊥
申
し
込
み
の
受
付
期
間

1
月
2
4
日
～
2
月
5
日
（
平
日
は

8
時
3
0
分
～
1
7
時
、
土
曜
日
は
8
時

3
0
分
～
1
2
時
）

＠
入
所
に
は
次
の
よ
う
な
措
置
基
準
が

あ
り
ま
す
。

一
、
両
親
が
い
つ
も
共
働
き
を
し
て

い
て
、
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
他

の
か
た
が
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

か
た
。

二
、
母
親
が
一
日
中
居
宅
内
で
児
童

と
離
れ
て
、
い
つ
も
日
常
の
家
事
以

外
の
労
働
を
す
る
た
め
、
そ
の
児
童

の
保
育
が
で
き
な
い
か
た
。

三
、
母
親
が
い
な
い
家
庭
ま
た
は
、

家
庭
内
に
病
人
が
い
て
、
そ
の
看
護

の
た
め
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
か

た
。

書
類
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と

受
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
申
請
用
紙
を
受
け
と
る
と
き

に
係
員
に
お
た
ず
ね
ノ
＼
だ
さ
い
。

な
お
、
町
内
に
は
五
つ
の
保
育
園
が

あ
り
ま
す
が
、
通
園
区
域
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
定
員
の
都
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
近
く
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
度
中
に
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
て
、
ま
だ
入
乱
決
定

通
知
の
な
い
か
た
、
及
び
、
現
在
通
園

中
で
、
引
き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る

か
た
も
、
新
た
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

凰
唱
瀾
轡
芸
三
雲
車
雲
量
誓
言
碧
雲

⑳
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－火遊びによる

火災をなくそう－

火遊びは、火に対する興味を覚え始めを幼

年期から小学校低学年（5歳から8歳）が最

も多く、いづれも何回か火遊びをしているう

ちに、火災になったケースが多いものです。

したか至って、次のような正しい遊びへ導くよ

うに指導しましょう。

安全な遊びの環境をつくる

1、マりチ、ライターなどは、目につくとこ
ｌ

ろにおかない。　　　　　　　　　　一

2、他の安全な遊びの機会をつくってやる。

子どもの遊びに気をつける

1、日頃どこで、どんな遊びをしているか気

をつける。

2、頭ごなしにしかるのは逆効果です。

3、火遊びの危険性をわかりやすく説明して

1やりましよう0

火事と救急は

遠賀郡消防署
ｔ†

舎691・0119番へ

局番なしの119番は、北九州市消

防局につながります。

一
月
の
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
周
ｌ
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ｌ
月
1
7
・
2
7
日
、
時
計
は
い

づ
れ
鳥
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

消
防
設
備
士
講
習
会

▽
講
習
日
　
5
2
年
3
月
2
・
3
・
4
日

▽
講
習
会
場
　
勤
労
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
酉
区
百
道
）
、
北
九

州
大
学
（
小
倉
南
区
北
方
）

▽
講
習
の
種
類
　
第
1
種
～
第
6
種

▽
受
講
対
象
者
　
①
、
昭
和
4
9
年
6
月

3
0
日
ま
で
、
消
防
設
備
士
免
状
の
交

付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
日

か
ら
3
年
以
内
に
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
㊥
、
昭
和
4
9
年

7
月
1
日
以
降
に
免
状
の
交
付
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
免
状
の

交
付
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

▽
受
付
場
所
と
受
付
期
間

。
福
岡
県
民
生
部
消
防
災
害
課

5

2

年

1

月

2

6

日

～

1

月

2

9

日

。
北
九
州
市
消
防
局

5

2

年

1

月

2

4

日

～

1

月

2

5

日

▽
受
講
梯
請
書
交
付
場
所

遠
賀
郡
消
防
本
部

▽
受
講
手
数
料
　
3
千
円

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
轟
即
郡
消

防
本
部
予
防
課
（
魯
0
9
3
2
計
・
3

・
1
2
3
1
）
　
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。



笥
3
日
曜
日
と
祝
亀
∵
自
∵
は

町

民

会

館

の

休

館

日

　

で

す

Ⅲ冊間Ⅲ　榊柏52年1月10日　ⅢⅢ冊冊Ⅲ刷…冊刷冊酬…ⅢⅢ肌日用冊冊…刷

成
　
人
　
病
　
教
　
室

▽
日
時
　
1
月
2
0
日
、
1
3
時
～
1
5
時
細

分

▽
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
内
容
　
血
圧
測
定
」
講
演
、
健
康
体

操

1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
…
血
圧
測
定

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分
…
講
演
（
高

血
圧
症
と
糖
尿
病
の
日
常
生
活
に
お

け
る
食
事
療
法
と
そ
の
重
要
性
）

1
4
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分
…
健
康
体
操

（
実
習
）
、
毎
日
続
け
た
い
健
康
体

操
（
血
圧
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

▽
く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
厚
生
課
衛
生

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

母

子

保

健

相

談

▽
日
時
　
1
月
2
1
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時

3

0

分

▽
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▽
内
容
　
育
児
相
談
指
導
（
身
長
・
体

重
測
定
）
、
家
族
計
画
相
談
指
導
（

器
具
・
薬
品
も
若
干
準
備
し
て
い
ま

す
）

妊
　
婦
　
教
　
室

（
母
親
学
級
）

▽
対
象
　
始
め
て
妊
娠
さ
れ
た
か
た

▽

日

時

　

1

月

1

0

・

1

7

・

2

4

日

、

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

0

3

分

▽
会
場
　
役
場
西
別
館

▽
内
容

油
日
　
妊
娠
の
生
理
、
衛
生
、
栄
葺

に
つ
い
て

1
7
日
　
分
娩
の
準
備
と
分
娩
産
棺

2
4
日
　
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と
家
族
計

画

森
林
愛
護
運
動

ポ
ス
タ
ー
募
集

▽
図
柄
　
①
、
球
ス
タ
ー
の
図
柄
は
自

由
、
特
に
森
林
愛
護
、
自
然
保
護
な

ど
の
思
想
の
高
揚
を
強
調
し
た
も
の

㊥
、
創
作
に
限
る
。

▽
応
募
資
格
一
般

▽
締
切
期
限
　
5
2
年
1
月
末
日

▽
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
－
7
砂
防
会
館
、
国
土
緑
化
推
進

委
員
会

▽
用
紙
　
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
、

た
て
5
1
㌢
㍍
×
横
3
6
㌢
㍍
で
、
た
て

書
き
と
す
る
。

食
品
衛
生
の
問
題
は

指
導
員
に
お
た
ず
ね
を

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
食
品
衛
生
に
つ

い
て
の
ご
意
見
や
ご
相
談
を
受
け
る
た

め
、
県
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
各
地
区

に
食
品
衛
生
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
食
品
衛
生
に
つ
い
て
の
諸
問
題
は

各
地
区
の
指
導
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

▽
食
品
衛
生
指
導
員

・
粟
川
タ
ツ
エ

・
高
倉
　
穂
積

・
栗
原
　
久
幸

・
渡
辺
　
泰
信

下樋頃頃
二ロ末末

納
　
　
期

町
　
県
　
民
　
税

ｌ

国
民
健
康
保
険
税

ｌ

月

　

3

1

　

日

月

　

3

1

　

日

みんな集れ．／

－はたちのつどい－

と

　

　

き

と
　
こ
　
ろ
　
　
水

月

一

1

5

日

、

1

0

時

開

会

巻

町

々

民

会

館

ホ

ー

ル

記
念
講
演
　
　
「
現
代
に
生
き
る
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
」

講
　
師
　
音
成
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
所
々
長
　
音
　
成
　
彦
始
郎
氏

ご
成
人
お
め
で
と
う
　
－
。

新
し
く
成
人
と
な
り
、
社
会
に
船
出
す
る
か
た
た
ち
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め
、
水
巻
町
で
も
成
人

式
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

該
当
さ
れ
る
か
た
に
は
（
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
生
～
3
2
年
4
月
ｌ
ｂ
生
）
、
熟
貯
状
を
送
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
か
た
は
、
町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
案
内
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

二；…妻；薫Ｉｌ烹ｌ蜜ｌｌｌ‘‡丁．…華ｉ喜薫：ｌニ：待：．：
蟹　662－5549

求人内容を詳しく知りたいかたは、八幡公共職業安定所2階
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